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広
報

　2月 10 日、江戸川区タワーホール船堀を会場に、本市初となる首都圏における「市政報告会」
を開催しました。榎本市長による市政報告の他、会場の各ブースでは担当者からの事業説明と
意見交換が行われ、新酒の地酒、ワイン、郷土料理寒鱈汁で参加者との交流を深めました。来
賓の方々、本市出身者や縁者、企業関係者、友好都市江戸川区及び墨田区、兄弟都市鹿児島市
の方々等、500 名を超える参加をいただき、大変、有意義な会となりました。

酒蔵の自慢の新酒を紹介 新文化会館の模型展示 事業担当者が説明



広報

2

　鶴岡市の政策５本柱として、創造・学術・観光・安心・森林の各分
野に於ける文化都市構想の要素を打ち出す。　　　　　
　たとえば、食文化の創造分野ではパリ・ユネスコ本部でのプロモー
ションにより国内外での大きな躍進を目指し、学術分野では、先端バ
イオを核とした次世代イノべ―ション都市の創設を考え、安心分野で
も、地域おこし協力隊の設置と、みらい健康調査の推進等を行う。

平成２９年２月１０日（金） 江戸川区タワーホール船堀
第１回鶴岡市市政報告会開催概要

世界最先端の研究からバイオベンチャー創出
鶴岡バイオサイエンスパーク

＜茅原北土地区画整理事業＞
出会いと交流のまちづくり

（高速道路・鉄道・空港）
高速交通ネットワークの整備促進

次々にベンチャー企業
が誕生。サイエンス
パークはさらに14haの
開発がスタート。
　　

景観に配慮し、生活の
利便性の高い、住みや
すい街が出来上がりま
す。

新潟駅の同一ホーム乗
換工事や高速道路の着
工、庄内空港の増便要
請等で利便性向上。

移住サポートします！！ 伝統産業　絹・しな織
鶴岡シルク「kibiso」 鶴岡の観光案内

庄内藩十四万石の城下町

移住したい魅力ある地
方都市として全国的に
も注目度が高まってい
ます。

古代織のしな織、近代
の絹といった本市の誇
る繊維産業の取り組み
を紹介。

日本遺産出羽三山、ク
ラゲの加茂水族館、民
芸品等数々の観光資源
に満ちています。

国内唯一の
ユネスコ食文化創造都市 鶴岡市立藤沢周平記念館

「海坂藩」のふるさと
新文化会館　完成間近！！

会場では鶴岡雛菓子を
展示しました。寒鱈汁
や美味しい日本酒など
食文化の一端を紹介。

没後20年にあたる平成
29年度の企画展と作品
の魅力について紹介し
ました。

命名されたばかりの
「タクト鶴岡」。江戸川
区第九を歌う会との交
流合唱会が待ち遠しい
です。

在来作物の継承
焼畑あつみかぶ

ふるさと納税のご紹介
物産品の紹介と販売 友好都市の紹介

温海かぶの甘酢漬けを
試食提供し、食感が大
好評で興味を持っても
らえました。

ふるさと納税をPR。
魅力的な返礼品と
合わせて物産品を
紹介しました。

友好都市　江戸
川区、墨田区、
兄弟都市　鹿児
島市との交流の
歴史をパネルで
紹介しました。

○トピックスの紹介



　

一
昨
年
の
八
月
末
、
鹿
児
島
市
を
モ
デ
ル

と
す
る
市
政
報
告
会
の
開
催
を
着
想
し
、
即

刻
企
画
が
提
起
さ
れ
、
数
か
月
の
内
に
実
行

プ
ラ
ン
が
出
来
上
が
り
、
な
ん
と
、
わ
ず
か

一
年
半
後
の
二
月
十
日
に
五
百
名
を
超
え
る

参
加
者
を
得
て
本
当
に
実
現
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

こ
の
ス
ピ
ー
ド
感
は
、
失
礼
な
が
ら
「
慎

重
だ
が
遅
い
」「
冒
険
は
し
な
い
」「
前
例
の

無
い
こ
と
は
や
ら
な
い
」
の
が
建
前
の
行
政

の
姿
勢
と
し
て
は
異
例
の
「
無
謀
か
つ
大
胆

不
敵
」
で
、
鶴
岡
衆
（
ツ
ル
オ
ガ
シ
ョ
）
も

や
る
も
ん
だ
の
ー
と
、
敬
服
に
値
す
る
物
で

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
至
る
経
過
に
対
し
ま
し
て
は
、
伊

藤
所
長
を
始
め
と
す
る
鶴
岡
市
東
京
事
務
所

の
方
々
の
「
何
と
し
て
も
実
現
す
る
」
と
い

う
固
い
決
意
と
、
受
け
て
立
っ
て
短
期
日
で

決
断
し
実
行
し
た
榎
本
市
長
は
じ
め
市
本
部

の
関
係
者
諸
氏
の
労
を
多
と
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
機
運
を
み
て
、
我
々
、
在
京
鶴
岡
出

身
者
と
し
て
も
傍
観
を
き
め
込
む
わ
け
に
は

い
か
な
い
と
、
昨
年
来
、
ふ
る
さ
と
鶴
岡
・

庄
内
を
応
援
す
る
運
動
を
起
こ
そ
う
と
在
京

ふ
る
さ
と
会
七
団
体
、
公
立
高
校
同
窓
会
在

京
四
団
体
の
代
表
が
、
は
じ
め
て
一
同
に
結

集
し
て
広
く
会
議
を
お
こ
し
「
ふ
る
さ
と
鶴

岡
応
援
団
」
の
結
成
を
協
議
し
、
市
政
報
告

会
の
場
で
結
成
宣
言
が
で
き
る
ま
で
漕
ぎ
着

け
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　

応
援
す
る
内
容
は
こ
れ
か
ら
具
体
的
に
詰

め
て
行
き
、
形
が
整
う
ま
で
数
年
か
か
る
息

の
長
い
活
動
と
な
る
で
し
ょ
う
が
、
地
元
官

民
と
首
都
圏
に
居
住
す
る
出
身
者
が
表
裏
一

体
と
な
っ
て
更
な
る
地
域
の
発
展
を
計
る
、

こ
れ
が
多
少
で
も
効
力
を
発
揮
す
れ
ば
、
全

国
で
も
稀
有
な
試
み
と
し
て
地
方
創
生
の
モ

デ
ル
例
と
な
り
う
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
市
政
報
告
会
は
初
め
て
の
経
験
な

の
で
、
細
々
と
し
た
反
省
・
改
善
点
は
あ
ろ

う
か
と
思
い
ま
す
が
、
次
元
が
違
う
大
き
な

成
果
を
得
て
お
り
、
そ
れ
は
「
や
れ
ば
で
き

る
」
こ
と
を
主
催
者
・
参
加
者
が
実
感
で
き

た
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

鶴
岡
市
市
政
報
告
会
の
第
一
部
は
、
榎
本

政
規
市
長
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
の

説
明
で
あ
っ
た
。
現
在
、
市
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
い
る
事
業
が
パ
ノ
ラ
マ
の
よ
う
に
展

開
さ
れ
、
分
か
り
易
か
っ
た
。
第
二
部
と
し

て
「
新
酒
の
地
酒
と
ワ
イ
ン
を
楽
し
む
会
」

が
あ
り
、
優
に
五
百
人
を
超
す
大
盛
況
で

あ
っ
た
。
地
方
の
中
核
都
市
と
は
い
え
、
東

京
で
こ
の
よ
う
な
報
告
会
を
開
く
の
は
、
お

そ
ら
く
全
国
的
に
見
て
初
め
て
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

七
十
年
前
に
集
団
学
童
疎
開
で
お
世
話
に

な
っ
た
も
の
の
一
人
と
し
て
、
街
の
将
来
が

気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
昨
年
、
一
昨

年
と
湯
田
川
温
泉
を
含
む
鶴
岡
旧
市
内
を
駆

け
巡
っ
て
み
た
。
人
通
り
の
少
な
い
中
心
商

店
街
の
現
状
と
若
い
学
生
た
ち
が
出
入
り
す

る
慶
応
義
塾
大
学
先
端
生
命
科
学
研
究
所
が

あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

　

初
め
て
の
市
政
報
告
会
と
あ
っ
て
、
様
々

な
難
題
を
ど
の
よ
う
に
し
て
乗
り
切
ろ
う
と

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
微
力
な
が
ら
私
共

に
何
が
で
き
る
の
か
、
と
の
思
い
で
大
き
な

ス
ク
リ
ー
ン
を
見
上
げ
た
。

　

市
の
ま
ち
づ
く
り
の
柱
「
鶴
岡
ル
ネ
サ
ン

ス
宣
言
」
が
紹
介
さ
れ
た
。
歴
史
・
文
化
・

産
業
・
豊
か
な
自
然
な
ど
を
新
し
い
観
点
か

ら
活
用
す
る
こ
と
で
、
鶴
岡
の
未
来
を
創
造

す
る
成
長
戦
略
で
あ
っ
た
。

　

演
壇
周
辺
の
ブ
ー
ス
で
は
「
鶴
岡
バ
イ
オ

サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
」、「
出
会
い
と
交
流
の

ま
ち
づ
く
り
」、「
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」、

「
移
住
・
定
住
」、「
絹
・
し
な
織/kibiso

」、「
観

光
Ｐ
Ｒ
」、「
ユ
ネ
ス
コ
食
文
化
創
造
都
市
」、

「
藤
沢
周
平
記
念
館
」、「
新
文
化
会
館
」、「
焼

畑
あ
つ
み
か
ぶ
」、「
ふ
る
さ
と
納
税
物
産
品

販
売
」
な
ど
の
展
示
で
、
江
戸
川
区
に
は
な

い
も
の
ば
か
り
が
豊
か
に
存
在
す
る
、
う
ら

や
ま
し
い
環
境
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

今
回
は
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
の
、

ほ
ん
の
と
ば
口
だ
け
の
紹
介
で
あ
っ
た
。
全

体
像
は
わ
か
っ
た
も
の
の
、
各
テ
ー
マ
を
具

体
的
に
ど
の
よ
う
に
乗
り
越
え
、
ど
の
よ
う

な
課
題
が
存
在
す
る
の
か
な
ど
、
掘
り
下
げ

た
内
容
を
知
り
た
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

少
し
真
面
目
す
ぎ
る
よ
う
で
、
愉
し
く
面
白

い
味
付
け
に
は
若
い
人
の
参
画
が
ポ
イ
ン
ト
、

市
民
参
加
が
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。
今
後
も
定
期
的
に
報
告
会
を

開
催
す
る
と
聞
い
て
い
る
。
次
回
を
期
待
し

楽
し
み
に
し
て
い
る
し
、
平
成
二
十
四
年
か

ら
始
ま
っ
た
親
子
で
楽
し
む
「
庄
内
論
語
」

の
効
用
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
。

　

最
後
に
「
雪
の
降
る
ま
ち
を
」
の
合
唱
は
、

学
童
疎
開
経
験
者
に
と
っ
て
、
改
め
て
第
二

の
故
郷
を
感
じ
た
次
第
で
あ
っ
た
。
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東
京
鶴
翔
同
窓
会　

会
長

菅
　
　
　
徹

湯
田
川
会（
集
団
学
童
疎
開
）
伊
東
　
春
海
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え
ど
や
し
き
応
援
団

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

嶋
村 

文
男  

さ
ん

　

昭
和
五
十
六
年
、
江
戸
川
区
と
鶴

岡
市
は
、
友
好
都
市
の
盟
約
を
結
び

ま
し
た
。
そ
の
縁
も
あ
り
、
私
の
所

属
す
る
東
京
東
江
戸
川
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
と
、
鶴
岡
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
は
、
平
成
五
年
に
友
好
ク
ラ
ブ
を

締
結
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
で
は
、

毎
年
一
月
に
湯
野
浜
温
泉
で
の
寒
鱈

汁
例
会
、
五
月
に
は
湯
田
川
温
泉
で

孟
宗
竹
例
会
に
参
加
し
、
三
月
に
は

私
た
ち
の
観
桜
会
に
鶴
岡
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
お
越
し
い

た
だ
き
、
交
互
訪
問
交
流
を
重
ね
て

い
ま
す
。

　

昭
和
七
年
生
ま
れ
の
亡
き
父
は
、

昭
和
十
九
年
学
童
集
団
疎
開
で
、
湯

田
川
温
泉
・
大
黒
屋
旅
館
で
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
毎
年
訪
問
す
る
五

月
の
湯
田
川
温
泉
で
の
楽
し
み
は
、

孟
宗
竹
づ
く
し
の
美
味
し
い
料
理
と
、

味
わ
い
の
あ
る
共
同
浴
場「
正
面
湯
」

で
の
地
元
の
人
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い

で
す
。
あ
る
時
、
正
面
湯
で
一
緒
に

な
っ
た
親
子
づ
れ
の
話
し
で
す
。
当

時
、
そ
の
子
は
湯
田
川
小
学
校
の
三

年
生
で
、
仕
事
で
離
れ
る
事
の
多
い

お
父
さ
ん
の
事
が
大
好
き
な
ん
だ
と
、

お
父
さ
ん
の
背
中
に
湯
を
流
し
な
が

ら
笑
顔
で
話
す
彼
の
純
朴
さ
が
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
遠
い
昔
、
父

も
遊
ん
だ
は
ず
の
由
豆
佐
売
神
社
へ

の
参
拝
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
石
段
の
参
道
に
は
乳
イ
チ
ョ
ウ

の
巨
木
が
あ
り
、
参
道
入
り
口
に
は
、

映
画
「
た
そ
が
れ
清
兵
衛
」
撮
影
記

念
碑
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
近
く
で
稲

の
籾
種
を
湯
泉
に
浸
す
風
景
な
ど
心

穏
や
か
な
時
間
が
流
れ
て
い
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
の
楽
し
み
は
、
車
で
月

山
道
か
ら
鶴
岡
市
へ
下
り
入
る
庄
内

平
野
に
浮
か
び
上
が
る
〝
鳥
海
山
〞

の
美
し
さ
で
す
。
鶴
岡
に
は
美
し
い

自
然
と
美
味
し
い
食
材
が
飽
き
る
こ

と
な
く
年
間
と
通
じ
て
楽
し
む
事
が

出
来
ま
す
。
そ
れ
と
、
鶴
岡
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
の
心
遣
い

と
鶴
岡
人
の
実
直
さ
と
お
も
て
な
し

の
心
。
い
つ
も
感
謝
の
気
持
ち
を

持
っ
て
学
ば
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
恩
返
し
の
気
持
ち
で
、
昨
年
六

月
に
は
鶴
岡
の
高
校
生
の
前
で
、
現

在
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
の
最
優
先
課
題

で
あ
る〝
人
類
か
ら
の
ポ
リ
オ
撲
滅
〞

の
講
演
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
〝
集
団
疎
開
二
世
〞
と
し
て
、

様
々
な
交
流
事
業
の
お
手
伝
い
を
、

楽
し
み
な
が
ら
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
感
謝

□
東
京
東
江
戸
川
ロ
ー
タ
リ
ー

　
ク
ラ
ブ
会
長

□
島
村
運
輸
倉
庫
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
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4月2日（日）
5月3日（水・祝）～ 4日（木・祝）

5月14日（日）
5月14日（日）
5月21日（日）
5月28日（日）
5月28日（日）
6月3日（土）

6月29日（木）～30日（金）
7月22日（土）～23日（日）

10月8日（日）
10月15日（日）
10月15日（日）

10月19日（木）～20日（金）
10月22日（日）
11月5日（日）

11月 8日（水）～9日（木）
11月12日（日）

12月14日（木）～15日（金）
1月27日（土）
2月9日（金）

3月 １日（木）～2日（金）

小松川千本桜まつり
花の祭典
清新町・臨海町ふれあいまつり
ときめきフェスタ2017 
鹿骨区民館祭り
新田地域ふれあいフェスティバル
中央地域まつり
環境フェア
鶴岡の観光と物産展
金魚まつり
江戸川区民まつり
葛西まつり
小松川平井ふるさとまつり
鶴岡の観光と物産展
中央一之江ふるさとまつり
北小岩まつり
江戸川「食」文化の祭典
東部地域祭
鶴岡の観光と物産展
鶴岡寒鱈まつり
第2回市政報告会
鶴岡の観光と物産展

大島小松川公園
鹿骨スポーツ広場
清新町緑道
船堀駅TOKIビル前広場
鹿骨区民館
新田６号公園
グリーンパレス周辺
総合文化センター
東西線西葛西駅南口広場
行船公園
都立篠崎公園
葛西区民館周辺
小松川小学校周辺
東西線西葛西駅南口広場
松江第五中学校周辺
小岩公園・小岩第三中学校
総合文化センター
東部区民館周辺
東西線西葛西駅南口広場
船堀駅TOKIビル前広場
タワーホール船堀
東西線西葛西駅南口広場

期　日 イベント名 場　所


